
授業実践

【意義の実感】

単元名 電流と磁界

本時

実践日 令和 年 月 日 水

学習者 市立 中学校 年生 人

主眼 磁石について理解を深める。

導入では，「日常生活において，磁石は何に使わ

れているか」といった発問を通して，磁石が身の

周りのものに使われていることを捉えた。次に，

生徒は磁石を黒板に近づけることで，磁石には「目

に見えない力」がはたらいていることを体感した。 
  展開では，「目に見えない力を見えるようにする

にはどうすればいいのか」と発問をして，生徒は実

験方法の立案をし，その方法を周りと共有した。生

徒たちからは，「磁石を紐でくくりつけ吊るす」や

「鉄釘を使う」，「鉄粉を使う」，「方位磁針を使う」

といった考えがでた。次に，考えの多かった鉄粉と

方位磁針を用い，演示実験を通し，棒磁石にはたら

く磁界のようすを確認した。 
  終末では，演示実験で確認した磁力線の特徴を

まとめた。さらに， U 字型磁石と同じ極の棒磁石

の磁界のようすを，まとめた特徴を基に考えた。 
【有用性の実感】

単元名 電流と磁界

本時

実践日 令和 年 月 日 水

学習者 市立 中学校 年生 人

主眼 モーターが回る仕組みを理解する。

導入では，これまで学習した電流が流れる向き

や磁界の性質，電流が磁界から受ける力の性質を

復習し，電流が流れているコイルが受ける力の演

習問題をフレミングの左手の法則を用いて解いた。 
展開では，これまでの学習内容とモーターの回

る仕組みが関係していることを伝え，生徒に学習

内容と日常生活を関連させることで理科学習の有

用性を示した。次に，モーターの内部構造につい

て解説し，モーターは電流が磁界から受ける力の

性質に基づいて回っていることを，図示を通して

理解した。その際，電流の向き，磁界の向き，電

流が磁界から受ける力を別々に考えさせ，思考の

焦点化を図った。 
終末では，モーターには整流子という電流を一

時的に流れなくする部品がないと，180 度回転ご

とに回転の向きが逆になってしまう原因を図示を

通して考察した。 

成果と課題

【意義の実感】 
実験をする前にその実験方法を生徒たちが立案

することで，実験方法の話し合いが活性化してい

る姿が見られた。したがって，“教科書に載ってい

るから実験をする”という問題を解消できたので

はないかと期待する。しかし，磁界のようすを調

べるためには鉄粉と方位磁針を使うことを知って

いる生徒が多かった。そのため，発問に対しての

答えが固定化してしまった。したがって，磁界の

ようすを調べる実験に加えて磁界のようすを生か

した実験を設定する必要がある。 
また，「磁石を紐でくくりつけ吊るす」と方法を

立案した生徒がいたが，紐を用意しておらず検証

をすることができなかった。したがって，ただ方法

を立案させる時間を設けるのではなく，方法を立

案する時間と実験をする時間を別に設ける他，い

くつか検証するものを用意しておき，その中から

実験をさせるといった方法をとっていきたい。 
【有用性の実感】 

授業後のアンケートでは“フレミングの左手の

法則でモーターが回るしくみを知ることができる

こと”や“整流子がないとモーターは正常に回ら

ないこと”に触れている生徒が大半であった。こ

れらの意見は“電流が磁界から受ける力の性質と

モーターと関係性”に置き換えることができる。

この関係性を知ることができたということは，学

習内容と日常生活との関連性を明らかにできてい

たといえる。したがって，授業を通して理科学習

の有用性を実感できていたと考えられる。 
さらに，「整流子をわざとなくして活かしたもの

をつくってみるとおもしろいと感じた」という意

見があり，有用性を実感した上で“自分の疑問を具

現化しようとする姿” （意義の実感をしている姿）

が見られた。したがって，このような意義と有用性

を同時に実感しようとする生徒の考えを活かせる

ような発問や実験内容を設定していきたい。 
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研究の目的

塚本 によると，授業における対話とは，

「問い」と「返答」だという。授業における教師

の発問は「発問自体が多義であり，様々な「問い」

を内包している」のに対し，学習者は，「教師の

発問を解釈し，様々に受け取れる「問い」の一つ

を「自分の問い」として「返答」する」としてい

る。一見，教師の発問に対して答えているように

見えても，答えている「問い」は，学習者特有の

ものだと考えられる。発問には，教師の意図があ

る。それはいくつかの答えを予想し，予想外の答

えを含め，発問と答えが対応するものである。

子どもの「同じです」の声に，教師はつい安心

して授業を進めている。しかし，本当に同じなの

かという「問い」から，その考えに至る根拠や違

いに気づかせ，新たな「問い」が生まれる授業，

「問い」について考えたくなる授業を検討する。

子どもの考えに対し，問い返しながら対話をする

ことで，一つの「問い」から，さらに新たな「問

い」を生む。梶谷 では，「問い，答え，さ

らに問い，答えるという積み重ねが考えることで

あり,「問い」によって考えることである」と述

べている。考えることは，自己もしくは他者との

対話の中で行われる。 
その対話の一つの方法として，哲学対話がある。

簡単には答えが出ない「問い」に対して，子ども

たちが自由に考え，自由に話し合う取り組みのこ

とを  子どものた

めの哲学 といい，その中で行われる対話を哲学

対話という。子どもたちは，「問い，考え，語り，

聞く」という体験をすることで，自ら考えて問い，

自分たちが問いたいことを問うことができるよう

になる。このような子どもを育成するために，哲

学対話を用いて，「問い」が「問い」を生む授業

を実践する。 

研究の計画

実践Ⅰでは，「心を形に」という道徳の授業の

中で，授業の残り時間 分を使い，キーワードで

ある心に焦点を当てて，『心って何だろう』とい

う「問い」を子どもたちに投げかけ，その「問い」

から新たな「問い」が生まれるか調べた。

実践Ⅱでは，宗像市立 小学校において，小学

生 人，小学校教員 人，大学院生 人，大学教

員 人の計 人が，ヨシタケ の「自分」

ってなんだろうというテーマを用いて哲学対話を

行った。研究の評価のために，「問い」が「問い」

を生んでいる場面を調べるとともに，子どもの感

想と自己評価などを収集した。

研究の内容

実践Ⅰについての考察

心がキーワードとなっていることから，『心っ

て何だろう』という「問い」を投げかけたところ，

子どもたちは心臓，頭 脳 ，ドキドキするもの，

自分自身といった回答をした。その後子どもたち

の中から，『心はどこにあるのか』という新たな

「問い」が生まれた。その「問い」に対し，身体

の外にある 気持ちは他人に左右されるから ，自

分の内側にある すべてを外に出せているわけで

はないから ，どこにでもある 感情はどこにでも

表れるから といった回答があった。

実践Ⅱについての考察 
初めに対話のルールとコミュニティボールの使

い方を確認した。今回設定したルールとコミュニ

ティボールの使い方を表 に示す。次に，教材の
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読み合わせを行い，対話を開始した。

表 ルールとコミュニティボールの使い方
ルール

①何を言ってもいい。

②人の言うことを否定しない。

③人の話をよく聞く。

コミュニティボールの使い方

①持っている人が話せる。

②話したくなったら手を挙げて待つ。

③ボールを持っている人が手を挙げている人の中から

次にボールを渡す人を決める。

子どもたちの哲学対話を分析するにあたり，参

加児童を子ども，それ以外を大人と呼ぶ。大人と

は，小学校教員 人と哲学対話を練習した大学院

生 人，大学教員の計 人である。この対話にお

ける「問い」の総数は であった。そのうち，

「問い」が「問い」を生んだ場面を分類し，その

パターン つ ～ を表 に示す。

表 「問い」が「問い」を生むパターン

パターン 「問い」から「問い」 回数

大人→子ども 回

子ども→大人 回

大人→大人 回

子ども→子ども 回

例えば，大人が出した「問い」を受け，子ども

が新たな「問い」を投げかけている場面を パタ

ーンとした。「問い→答え→問い」の場合も「問

い」が「問い」を生んだとみなした。同じ「問い」

が複数のパターンに重複した場面が 回あった。

表 「問い」が「問い」を生んだ対話の例
大人①：めんどくさいって言ってくれたんだけど，どう

いうときにめんどくさいなって思うことがあ

る？ 
(中略) 

子ども③：さっき色々めんどくさいって言ってたけど，

それって気分的？気分的に違う？ 
表 は，大人から子どもへと「問い」が「問い」

を生んだ場面である。大人①の「問い」に対し，

子ども③がめんどくさいという言葉に関連した新

たな「問い」を投げかけているのが分かる。その

後，勉強がめんどくさいか楽しいかという話にな

り，自分の中に自分は何種類もいるのではないか

という「問い」も生まれた。

このように「問い」は，他者が関わることで新

たな「問い」となり，対話の内容を深めたり，他

者の考えの幅を広げたりする。哲学対話を継続し

て行うことで，物事の本質を探ろうとする態度を

養い，子どもは自ら考えて問い，自分が問いたい

ことを問うことができるようになると考えられる。

成果と課題

実践Ⅱ後のアンケート結果を表 に示す。アン

ケートの結果から，発表ができたことで対話への

貢献感を感じたり，他者の意見を聞くことで自分

の考えが変わったりしたことが読み取れた。さら

に，心に残ったこととして，他者の意見を認め，

他者のいいところを示す記述が多くみられた。

表 アンケート内容
質問①あなたが上手く言えたことを教えてください。

・自分のいいところが言えた。 
・最初は少しはずかしかったけど，途中からいっぱい

発表できた。特に自分が生きていることがきせきと

いう内容が「確かに」と思った。 
質問②誰が言ったどんなことが心に残っていますか。

・○○さんが「自分は前向きなことがいいところで

す。」と言ったことが心に残った。 
・○○さんが言った宿題はやりたくないけどがんばっ

ているという言葉が心に残っている。 
質問③また哲学対話をするなら，どんなテーマで話を

したいですか。あなたの「不思議 ふしぎ 」を

教えてください。 
・なんでふねがうごくのか。

・わたしは，自然に関してのテーマをしたいです。 
哲学対話直後の感想では，「いつも思わないこ

とも話ができて，普通の小学生とはちょっと違う

話ができてとても楽しかったです。」「普段小学生

同士の会話とかでは生まれない大学生のみなさん

や大人の視点からの話とかがまた違った会話が，

いつもとは違う会話ができてすごく楽しかったで

す。」といった発言があり，自由に話す 何を言っ

てもいい ことの価値に気付くことができた。他

者の「問い」を聞き，子ども自身も問う努力をし

たことがこれらの感想につながったと考えられる。

今後の課題としては，どのような「問い」によ

って新たな「問い」が促されるのか，その条件を

模索していきたい。
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